
　
古
木
の
伐
採
代
金
支
払

い
で
対
立

　

神
社
は
徳
島
市
方
上

町
に
あ
る
草
創
（
そ
う

ぞ
う
）
神
社
（
山
下
釈

道
代
表
役
員
）。
協
議
会

は
方
上
協
議
会
（
島
本

耕
志
理
事
長
）。
代
理
人

は
、
神
社
が
朝
田
啓
祐

弁
護
士
、
協
議
会
が
浅

田
隆
幸
弁
護
士
だ
。

　

裁
判
資
料
に
よ
る
と
、

方
上
協
議
会
は
地
元
住
民

の
自
治
会
。
明
治
二
十

二
年
に
方
上
町
の
農
業
従

事
者
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ

た
。
目
的
は
共
同
の
福
祉

を
増
進
し
、
自
治
の
発
展

を
図
る
こ
と
だ
。

　

草
創
神
社
は
方
上
町

中
内
に
あ
る
。
地
域
の

氏
神
と
し
て
信
仰
さ
れ
、

協
議
会
の
理
事
長
が
氏

子
総
代
や
神
社
の
責
任

役
員
を
担
う
。
神
社
の

維
持
管
理
は
氏
子
が
協

力
し
て
行
っ
て
き
た
。

　

神
社
境
内
に
は
社
殿

と
鳥
居
の
間
に
銀
杏
の

古
木
が
あ
り
、
令
和
三

年
に
上
部
の
腐
食
部
分

を
伐
採
し
た
。
費
用
は

四
十
六
万
円
。
こ
の
伐

採
費
用
の
負
担
を
巡
り
、

協
議
会
と
神
社
が
対
立
。

裁
判
に
発
展
し
た
。

　
　

  

「
代
金
を
立
て
替
え

た
」
と
主
張
す
る
協
議

会

　

提
訴
し
た
の
は

協
議
会
。
伐
採
費

用
は
協
議
会
が
業

者
に
支
払
っ
た
が
、

「
立
て
替
え
払
い

だ
っ
た
」
と
主
張
。

神
社
に
対
し
、
伐

採
費
用
の
支
払
い

を
求
め
た
。
銀
杏

の
木
の
所
有
者
は

神
社
だ
。

　
「
銀
杏
の
大
木
の

樹
勢
が
弱
り
、
植
木

の
専
門
家
に
意
見

を
求
め
た
ら
、
腐
食

し
た
部
分
を
中
心

に
上
部
を
大
き
く

伐
採
す
る
こ
と
を

勧
め
ら
れ
た
。
見
積

金
額
は
五
十
万
円

程
度
だ
っ
た
。

　

令
和
二
年
末
に

被
告
（
草
創
神
社
）

と
協
議
し
、
原
告

（
協
議
会
）
が
業
者

に
伐
採
を
依
頼
し

立
て
替
え
払
い
す

る
こ
と
で
合
意
し

た
。
令
和
三
年
二
月

十
九
日
に
四
十
六
万
円

を
支
払
っ
た
」（
訴
状
の

要
約
）。

　

伐
採
費
用
を
「
立
て

替
え
払
い
し
た
」
と
主

張
す
る
協
議
会
に
対
し
、

神
社
は
「
立
て
替
え
払

い
の
合
意
は
存
在
し
な

い
」
と
反
論
。
訴
え
の

棄
却
を
求
め
て
い
る
。

「
立
て
替
え
払
い
の

合
意
は
な
い
」
と
反
論

す
る
神
社

　

立
て
替
え
払
い
の
合

意
を
め
ぐ
り
、「
し
た
」

「
し
て
い
な
い
」
の
水
掛

論
を
展
開
す
る
協
議
会

と
神
社
。
支
払
い
問
題

を
話
し
合
っ
た
令
和

二
年
末
の
協
議
も
、

両
者
の
事
実
認
識
が
食

い
違
っ
て
い
る
。

　
「
令
和
二
年
末
、
山
下

宮
司
と
原
告
の
宮
本
理

事
長
が
話
し
あ
っ
た
。

山
下
が
自
ら
立
て
替
え

る
と
の
話
も
あ
っ
た
が
、

原
告
が
立
て
替
え
る
こ

と
に
な
っ
た
。
合
意
は

成
立
し
て
い
る
」（
協
議

会
）。

　
「
山
下
は
自
分
が
対

応
す
る
意
向
を
伝
え
た

が
、
宮
本
理
事
長
が
協

議
会
で
行
う
と
答
え
た
。

費
用
を
協
議
会
が
支
払

う
と
い
う
認
識
は
、
山

下
、
宮
本
双
方
に
あ
っ

た
。
合
意
は
な
い
」（
協

議
会
）。

銀
杏
の
伐
採
代
金
の

支
払
い
問
題
で
対
立
す

る
協
議
会
と
神
社
。
ト

ラ
ブ
ル
の
背
景
に
は
、

両
団
体
の
役
員
が
重
複

す
る
な
ど
管
理
が
ご

ち
ゃ
混
ぜ
に
な
っ
て
い

た
両
団
体
の
運
営
実
態

が
あ
っ
た
。

　
「
神
社
代
表
者
は
神

社
名
義
の
通
帳
す
ら

管
理
し
て
い
な
い
。

神
社
の
役
員
は
四
人
。

代
表
役
員
は
山
下
宮

司
で
、
残
る
三
人
は

協
議
会
の
役
員
だ
。

神
社
の
通
帳
は
協
議

会
の
何
者
か
が
所
持

し
て
い
る
」（
神
社
側

答
弁
書
の
要
約
）。

　

混
然
一
体
と
な
っ
て
運

営
さ
れ
て
い
た
協
議
会
と

神
社
役
員
の
内
輪
揉
め
が

背
景
に
あ
る
支
払
い
ト
ラ

ブ
ル
。
は
た
し
て
徳
島
地

裁
は
「
合
意
し
た
」「
し

て
い
な
い
」
の
水
掛
論
を

ど
う
裁
く
の
か
。

今
回
は
台
湾
の
女
性
シ

ン
ガ
ー
を
紹
介
し
よ
う
。

名
前
は
林
姿
吟
さ
ん
。「
Ｂ

ｏ
ｎ
ｎ
ｉ
ｅ　

Ｌ
ｉ
ｎ
」
と

し
て
知
ら
れ
る
。
歌
謡

シ
ョ
ー
や
歌
劇
、
ド
ラ
マ

に
も
出
演
す
る
タ
レ
ン
ト

だ
。

　

特
徴
は
豊
か
な
声
量
と

伸
び
の
あ
る
高
音
ヴ
ォ
イ

ス
。
台
湾
愛
楽
民
族
管
弦

楽
団
と
共
演
し
た
「
紅
楼

夢
組
曲
」
な
ど
情
緒
溢
れ

る
ド
ラ
マ
チ
ッ
ク
な
歌
い
っ

ぷ
り
で
音
楽
フ
ァ
ン
を
魅

了
す
る
。

　

当
日
は
台
北
市
内
の
ホ

テ
ル
で
開
催
さ
れ
た
日
本

と
台
湾
の
交
流
団
体
の
記

念
式
典
に
出
演
し
た
。
会

場
に
は
日
本
、
台
湾
合
わ

せ
て
約
百
人
の
民
間
交
流

関
係
者
や
行
政
関
係
の
来

賓
ら
が
詰
め
か
け
た
。

　

開
会
前
の
オ
ー
プ
ン
セ

レ
モ
ニ
ー
に
登
場
し
た
林

姿
吟
さ
ん
。「
Ｉ　

ｃ
ｏ
ｕ

ｌ
ｄ　

ｈ
ａ
ｖ
ｅ　

ｄ
ａ
ｎ
ｃ

ｅ　
ａ
ｌ
ｌ　
ｎ
ｉ
ｇ
ｈ
ｔ
」

を
熱
唱
。
会
場
を
華
や
か

な
雰
囲
気
で
包
み
込
ん
だ
。

　
「
日
本
と
台
湾
の
友

好
の
た
め
に
、
歌
い
ま

す
」
と
挨
拶
し
た
林
姿

吟
さ
ん
。
日
本
の
「
涙

そ
う
そ
う
」
や
「
祝
福
」

と
い
う
台
湾
ソ
ン
グ
な

ど
を
歌
い
上
げ
、
日
台

の
交
流
イ
ベ
ン
ト
を
盛

り
上
げ
て
く
れ
た
。
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財
務
省
か
ら
徳
島
市
財
政
部
長
に
出
向
中
の
渡
辺
毅
氏
が
、
た
っ
た
一
年
あ
ま
り
で
財
務
省
へ
帰
任
予
定
。
財
務
省
の
突
然
の
職
員
呼
び
戻
し
の
背
景
を
め
ぐ
り
、「
遠
藤
市
長
の
対
応
が
財
務
省
の
怒
り
を
買
っ
た
」
等
憶
測
し
き
り
。
財
務
省
は
後
任
の
人
材
を
派
遣
し
な
い
模
様
。

▲日本と台湾の交流イベントで艶やか
な歌声を披露した林姿吟さん。

　
神
社
名
物
の
銀
杏
の
巨
木
の
伐
採
料
を
め
ぐ
る
裁
判
ト
ラ
ブ

ル
だ
。
争
う
の
は
住
民
で
構
成
す
る
地
元
協
議
会
と
神
社
。「
伐

採
料
は
立
て
替
え
払
い
で
合
意
し
て
い
た
」
と
伐
採
料
を
請
求

す
る
協
議
会
に
対
し
、
神
社
は
「
そ
ん
な
合
意
は
し
て
い
な
い
」

と
反
論
す
る
。
合
意
を
め
ぐ
り
、「
し
た
」「
し
て
い
な
い
」
の

水
掛
論
が
持
ち
込
ま
れ
た
徳
島
地
裁
。
背
景
に
は
協
議
会
や
神

社
役
員
ら
の
内
部
対
立
が
あ
っ
た
。

♥
♥
♥
♥
♥
♥
♥
♥
♥
♥
♥
♥
♥
♥
♥
♥
♥
♥
♥
♥
♥
♥
♥
♥
♥
♥
♥
♥
♥
♥
♥
♥
♥
♥
♥
♥
♥
♥

525

病
院
運
営
の
委
託
業
務
見
直
し
に
動
く
徳
島
市
民
病
院
。
警
備
は
エ
フ
エ
ス
ユ
ニ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
↓
ア
サ
ヒ
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
ズ
↓
X
社
と
丸
投
げ
。
四
千
万
円
弱
の
予
算
の
う
ち
、
実
際
に
仕
事
を
す
る
X
社
は
「
い
く
ら
ピ
ン
ハ
ネ
さ
れ
た
の
か
」
と
同
情
し
き
り
。
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▲銀杏の古木が名物の方上町の草創神社。

徳島県森林協会祝
創立     周年　55

一般社団法人

 ●本部　人事総務部・企画経理部・事業部、

　 専務理事、執行理事、職員 12人

  　●東部事業所　職員 7人

  　●三好事務所　職員 7人

  　●美馬事務所　職員 7人

　　●南部事業所　職員 8人

拠点は県内 4カ所　経験豊富な専門家集団

平成 26年に、社団法人から一般社団法人に移行
昭和４５年　社団法人徳島県森林土木協会設立。事務所を徳島市万代町２丁目に開設。

昭和４７年　事務所を徳島市かちどき橋１丁目　林業センター５階に移転。

平成２０年　事務所を徳島市かちどき橋１丁目２９番地に変更。

平成２６年　社団法人徳島県森林土木協会から一般社団法人徳島県森林協会へ移行登記。

一般社団法人徳島県森林協会が創立５５周年を迎えました。市町村や森林組合
等を会員とし、行政を補完する公益的団体として、森林土木事業や国土の保全、
農山村の振興に取り組んできました。
　気候変動による豪雨、大型台風による山地災害の激甚化、南海トラフ地震へ

の備えなど、防災対策である治山事業の必要性はますます高まっています。疲弊する山村経済活性化のために
も森林土木事業の拡充が求められています。
　行政をサポートする公益的事業や収益事業を通じて、徳島の森林土木事業を推進する県森林協会。創立５５
周年の節目を機に、災害に強い健全な森林づくりのパワーアップが期待されます。

活動報告 ①林野事業の技術研修会等の開催

　自然環境の保全と森林土木技術の普及を目的

にした研修会を実施しています。

②山地防災ヘルパー活動

　登録された山地防災ヘルパーが、災害危険個所の点検等を

行なっています。

③森づくり活動業務

　「高丸山千年の森づくり」のボランティア活動に参加してい

ます。

④産業廃棄物の不法投棄調査業務

　森林地域の環境保全のため、産業廃棄物の不法投棄の調査

等を行っています。

⑤治山・林道施設の長寿命化対策に関する業務

　治山施設や林道施設などを定期的に点検しています。

⑥「森林」をまもる治山事業

　地すべり防止事業や森林整備事業の測量設計業務を行って

います。

⑦「森林」を活かす林道事業

　林道施設の災害復旧事業の測量設計業務を行っています。

　一般社団法人徳島県森林協会が、創立５５周年を迎えることができ

ましたことを関係者の皆様に心から感謝申し上げます。

　顧みますと、当協会の全身であります社団法人徳島県森林土木協会

が発足しましたのは、昭和４５年５月でありました。当時は、戦後の

荒廃した森林や度重なる台風などにより、山地崩壊や洪水による大規

模災害が重なり、国土の保全と民政安定に対する国民の要請には強い

ものがありました。

　国においては、林業基本法が制定され、林業の発展と林業従事者の

地位向上を図るために、林業構造改善、林道網整備、拡大造林等が積

極的に推進されていた時期でありました。

　本県においても、これら施策を推進するにあたって、行政を補完し、指導・協力を行うた

めの組織として本会が設立されました。以来、これら林政の方向に即応しながら、県土の保

全と林業の振興をはかり、県民生活の向上を目的に、会員の皆様と一丸になって、協会活動

に取り組んでまいりました。

　しかしながら、今日までの道程は決して平坦なものではなく、その時々の困難を乗り越え

てきた幾多の先人のご苦労と、設立当初からご支援を賜りました徳島県当局、並びに会員の

皆様方に対しまして、心よりの敬意と感謝を申し上げます。

　今日の国や地方財政事情の厳しい中、公共事業の減少や入札制度の変化、今後の協会を取

り巻く環境、大変厳しいものがありますが、５５周年を契機として、技術の研鑽と体質強化

に努め、役職員一同努力して参る所存であります。

　今後とも関係各位の一層のご支援・ご指導を賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。

兼西 茂 会長理事

役員・理事・監事

山地防災ヘルパー活動山地防災ヘルパー活動

森づくり活動業務森づくり活動業務

技術資格者の一覧表

2

4

9

8

8

7

18

1

4

2

保 有 者

技 術 士 （ 森 林 部 門 ）

技 術 士 補 （ 森 林 部 門 ）

測 量 士

測 量 士 補

１ 級 施 工 管 理 技 士

２ 級 施 工 管 理 技 士

資 格 名

林 業 技 士

森 林 セ ラ ピ ー ガ イ ド

森 林 情 報 士 （ 森 林 Ｇ Ｉ Ｓ 部 門 １ 級 ）

2地 籍 主 任 調 査 員

Ｓ Ｘ Ｆ 技 術 者

設立発起人
役 職 名 氏 名

海 部 町 長 北 川 義 男

海 南 町 長 奥 村　桂

木 頭 村 長 榊 野 誠

木 沢 村 長 東 山 正 胤

土 成 町 長 大 野 孔 太 郎

美 郷 村 長 矢 西 保

貞 光 町 長 永 井 光 雄

一 宇 村 長 桑 原 功

阿 波 町 長 割 石 易 治 郎

山 城 町 長 外 峯 繁 市

東 祖 谷 山村 長 庄 司 為 市

神 山 町 長 松 本 千 一

宍 喰 森 林 組 合 長 長 尾 秀 五 郎

「森林」をまもる治山事業

治山・林道施設の長寿命化対策に関する業務治山・林道施設の長寿命化対策に関する業務

林野事業の技術研修会林野事業の技術研修会

山岡嘉暉影治信良 河野雅俊 野上武典 花本靖

三浦茂貴 原井敬 町田寿人 加美一成 高井美穂

松浦敬治 橋本浩志 東山渡

「森林」を活かす林道事業「森林」を活かす林道事業

県土保全と林業振興を進め、県民生活の向上を

産業廃棄物の不法投棄調査業務産業廃棄物の不法投棄調査業務

阿
南
の
情
報
を
フ
ェ
イ
ス

ブ
ッ
ク
で
発
信

　

本
市
で
は
、
市
の
取
組
、

各
種
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
情
報

を
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
で
発
信

し
て
い
ま
す
。

　

フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
ペ
ー
ジ

名
「
阿
南
市
」
で
検
索
い
た

だ
く
か
、
左
記
２
次
元
コ
ー

ド
か
ら
ぜ
ひ
フ
ォ
ロ
ー
し
て

く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
は
】

秘
書
広
報
課
（
☎
０
８
８
４

-

22
‐
１
１
１
０
）
ま
で


